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1. 大学入学共通テストは良問で
ある

2. 高校生は自分に関わることに
興味や関心を持つ

3. 実習こそが
入試対策となる

情報入試



文化庁 海賊版対策の教材

情報モラル



河合塾 Guideline 情報入試に関して

情報入試



ベネッセ 「なぜ、これを学ぶのか」を自問させる ～プログラミング～

問題解決
プログラミング



情報処理学会 第８５回全国大会 シンポジウム講演

情報入試



「読売新聞」より引用

情報Ⅰ「データの活用」の実習

スマホ利用 統計で改善
2022.1.20 読売新聞「教育ルネサンス」一部抜粋

スマホ

利用時間

の集計

学年全体の

利用時間

の分析

学年全体の

利用傾向を

検討

学年全体の

利用傾向の

発表

自分の

利用傾向を

検討

高校生のインターネット依存傾向に関連する心理・行動特性の研究
第７章 高校生に心理・行動特性を意識させインターネット依存を予防する授業実践

2022.10.20 博士学位論文 東北大学大学院情報科学研究科
http://hdl.handle.net/10097/00135847

http://hdl.handle.net/10097/00135847


「朝日新聞」より引用

情報Ⅰ「問題解決」の実習

生きるため 情報を学ぼう
2022.5.10 朝日新聞「花まる先生」一部抜粋

３０歳のプレゼ

ン

自分の将来を

検討

Society5.0

を意識

Society5.0で

「30歳」

となった自分

これからを

生きるため

情報を学ぶ



ベネッセ 「なぜ、これを学ぶのか」を自問させる ～プログラミング～

情報Ⅰ「プログラミング」の実習

スマホで

不便を感じて

いること

不便を

どのように

解決するのか

自分が欲しい

アプリを考える

アプリの機能

とデザインを

考える

自分の考えた

アプリを発表

主体的・対話的で深い学び 授業実践
2022.10.14 ベネッセ



「データの活用」の実習 「問題解決」の実習

この３つの実践の共通点は何か？

「プログラミング」の実習



高校生に「データの活用」を学んでもらうために

生徒の「自分ごと」にする

この３つの実践の共通点は何か？



1. 大学入学共通テストは
良問である

2. 高校生は自分に
関わることに興味や関
心を持つ

3. 実習こそが
入試対策となる

情報入試





1.データの活用の授業の概要



大学入試センター
令和７年度試験の問題作成の方向性，試作問題等 から引用



試作問題の出題

社会や身近な生活の題材

◼ 旅客機のトイレのランプ

◼ 二次元コード

◼ 文化祭での待ち時間

◼ 上手なお釣り払い方

◼ 生活時間の統計調査

情報の授業

生徒の「自分ごと」とする

◼ 生徒が興味や関心のも

てる教材

◼ 生徒にかかわりのある

題材やデータ



「Note 稲垣俊介」
と、検索してください





「稲垣俊介」と、
検索すると
授業動画が
確認できます

回数 授 業

1 Excel基本操作

2 スマホ利用調査／試作問題を読む

3 401情報で学ぶ統計学①度数分布とヒストグラム

4 402情報で学ぶ統計学②平均と分散

5 403情報で学ぶ統計学③度数の比較

6 404情報で学ぶ統計学④平均の比較

7 405情報で学ぶ統計学⑤散布図と相関係数

8 406仮説を立てよう

9 407データ分析／プレゼン作成・練習①

10 407データ分析／プレゼン作成・練習②

11 408データ分析発表会



２．スマホ利用調査

◼ ID
◼ あなたの性別を選択してください。
◼ スマホ以外で所有している機器をすべて
選んでください。

◼ スマホの１週間の利用合計時間
◼ ゲーム機（携帯型，据え置き型）の利用時
間の１週間の利用合計時間

◼ LINEの１週間の利用時間（分単位）
◼ Twitterの１週間の利用時間（分単位）
◼ Instagramの１週間の利用時間（分単位）
◼ TikTokの１週間の利用時間（分単位）
◼ Youtubeの１週間の利用時間（分単位）
◼ Youtubeを含む他のすべての動画アプリ
（ネットフリックス等）も含めた時間

◼ スマホのゲームの１週間の利用時間（分
単位）予想

◼ 漫画を読むアプリの１週間の利用時間
（分単位）予想

◼ 勉強アプリの利用時間（分単位）
◼ LINEのグループ数
◼ LINEの友だち数

◼ Twitterをいつから利用していますか？
◼ Twitterのアカウントの数
◼ Twitterのフォロー数（メイン）
◼ Twitterのフォロワー数（メイン）
◼ Twitterのフォロー数（合計）
◼ Twitterのフォロワー数（合計）
◼ Twitterの１週間のツイート数（メイン）
◼ Twitterの１週間のツイート数（合計）
◼ Twitterの今までのツイート数（メイン）
◼ Twitterの今までのツイート数（合計）
◼ Twitterのいいねの数（合計）
◼ Instagramのアカウントの数
◼ Instagramのフォロー数（メイン）
◼ Instagramのフォロー数（合計）
◼ Instagramのフォロワー数（メイン）
◼ Instagramのフォロワー数（合計）
◼ Instagramのこれまでの投稿数（合計）
◼ Instagramの１週間のストーリーズ投稿
数（合計）

◼ スマホの１週間の予想利用合計時間（分単位）
◼ LINEの１週間の予想利用時間（分単位）
◼ Twitterの１週間の予想利用時間（分単位）
◼ Instagramの１週間の予想利用時間（分単位）
◼ TikTokの１週間の予想利用時間（分単位）
◼ Youtubeの１週間の予想利用時間（分単位）
◼ Youtubeを含む他のすべての動画アプリ（ネッ
トフリックス等）も含めた予想利用時間

◼ スマホのゲームの１週間の予想利用時間（分単
位）予想

◼ 漫画を読むアプリの１週間の予想利用時間（分
単位）予想

◼ 勉強アプリの予想利用時間（分単位）



3. 401情報で学ぶ統計学①度数分布とヒストグラム

4. 402情報で学ぶ統計学②平均と分散

5. 403情報で学ぶ統計学③度数の比較

6. 404情報で学ぶ統計学④平均の比較

7. 405情報で学ぶ統計学⑤散布図と相関係数



8. 406仮説を立てよう／データ分析（雛型提示）

9. 407データ分析／プレゼン作成・練習①

10.407データ分析／プレゼン作成・練習②

11.408データ分析発表会

データの配布 仮説の検討 データ分析 プレゼン作成 発表会





2. それぞれの授業について



データ分析

情報で学ぶ統計学①

度数分布とヒストグラム

/統計を学ぶ理由



この授業の目標

•統計学を学ぶ理由を理解する

•統計学の基礎的な語句を知る

•データの分布の調べ方を検討する



統計学とは
何に役立つのかな？



女性の方が、男性よりInstagramを利用するのか？

１年〇組（４０名）で、最も長時間利用するアプリをたずねた結果、そのアプリ
を「Instagram」と回答した人数の男女別の調査結果
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データの分布を調べる
スマホの利用時間の傾向を知ろう



度数分布表を作ろう

KEYWORD

• 変数（variable）

• 標本（sample）

• 度数分布表

• 度数

（参考）箱ひげ図も作ってみよう



関数を指定してみよう
KEYWORD

• MAX

• MIN

• COUNT

• COUNTIF

• COUNTIFS



ヒストグラムをつくろう

この授業の「度数分布表」

「関数」「ヒストグラム」が

理解できたら

「2022情報401情報で

学ぶ統計学①練習問題」

をやろう（宿題）。
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利用時間の度数



情報で学ぶ統計学②

平均と分散について



この授業の目標

•平均と分散について理解する

•分散と標準偏差について理解する



この授業のカリキュラム

1. 平均と分散について

2. 平均と分散の計算

3. 標準偏差について

4. 標準偏差の計算



平均と分散
違いを知っていますか。



生徒番号 LINE Twitter Instagram
1 300 500 100
2 400 500 100
3 500 500 100
4 500 500 900
5 600 500 900
6 700 500 900
平均 500 500 500
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https://inober.com/hr_topics/topic_13
より引用

分散 Ａ＜Ｂ



平均と分散の計算
KEYWORD

• AVERAGE 平均値

• VAR.P 母集団の分散



標準偏差の計算
KEYWORD

• 分散 =標準偏差

• 正規分布

• SD Standard Deviation

• STDEV.P 母集団の標準偏差
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生徒番号 LINE Twitter Instagram

1 300 500 100
2 400 500 100
3 500 500 100

4 500 500 900
5 600 500 900

6 700 500 900
平均 500 500 500
分散 16666.67 0.00 160000.00
標準偏差 129.10 0.00 400.00



標準偏差の計算

https://www.asia-future.com/president_blog/2010-10-09-4806
より引用



情報で学ぶ統計学③

度数の比較



この授業の目標

•度数の比較について理解する

•検定をツールを使って行える



この授業のカリキュラム

1. 検定の考え方

2. 検定をやってみよう



検定の考え方
この「検定」は英検や漢検の検定と違います。



Twitterの長時間利用者数
9月

1週目
9月

2週目
9月

3週目
9月

4週目
10月
1週目

10月
2週目

10月
3週目

10月
4週目

11月
1週目

11月
2週目

11月
3週目

合計

男性 2 7 18 6 2 6 4 5 9 12 8 79
女性 8 9 12 10 14 18 5 3 3 5 4 91
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Twitterの長時間利用者数
9月
1週
目
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2週
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3週
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• 統計では
「男女の人数が79：91で
あったときに、人数に違いが
あるかを検定する」
などの言い方をする。

• もし違いがあるときは、「有意
な違いがある」
と表現する。

KEYWORD



Twitterの長時間利用者数
9月

1週目
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「有意である」場合

長時間利用者の男性と女性の比率は有意に違う！

そもそも長時間利用者の「男性と女性の比率は等しい」という最初の仮説が間違っていたのだ。

めったに起こらないことが起こってしまった。それは変なことだ。

3％は有意水準5％よりも小さい。

長時間利用者が5人であったとして、全員女性である確率（これは約3％）。

有意水準を決める（ここでは5％）に決める。

長時間利用者の「男性と女性の比率は等しい」と仮定する。



「有意ではない」場合

長時間利用者の男性と女性の比率は有意に違うとは言えない！

長時間利用者の「男性と女性の比率は等しい」という最初の仮説は否定できない。

起こりうることであると考える。たまたまこういう偶然もあるだろう。

６％は有意水準５％よりも大きい。

長時間利用者が４人であったとして、全員女性である確率（これは約６％）。

有意水準を決める（ここでは5％）に決める。

長時間利用者の「男性と女性の比率は等しい」と仮定する。



検定をしてみよう
「Js-STAR」と検索してみてください。
すごいWebサイトです。



直接確率検定（正確二項検定）

http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/star/
Js-STAR

http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/star/


直接確率検定（正確二項検定）

http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/star/
Js-STAR

効果量は後日説明します。

http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/star/


情報で学ぶ統計学④

平均の比較



この授業の目標

•棒グラフを作成し、差を検討できる

•効果量を計算できる



この授業のカリキュラム

1. 棒グラフで差を見よう

2. 効果量を計算しよう



棒グラフで差を見よう
ただの棒グラフではないのです。



利用しているSNSの数と利用時間
生徒番号 性別 SNS数

利用時間
（分）

1 女性 4 1120

2 男性 2 560

3 男性 1 320

4 男性 1 220

5 女性 2 560

6 男性 2 580

7 女性 2 580

8 女性 2 540

9 男性 2 620

10 女性 3 720

SNS数 利用時間

女性 男性 女性 男性

平均

SD

平均＋SD

平均－SD

Excelファイル
「124情報で学ぶ統計学④平均の比較」

性別ごとに平均と標準偏差を計算してみよう



利用しているSNSの数と利用時間
生徒番号 性別 SNS数

利用時間
（分）

1 女性 4 1120

2 男性 2 560

3 男性 1 320

4 男性 1 220

5 女性 2 560

6 男性 2 580

7 女性 2 580

8 女性 2 540

9 男性 2 620

10 女性 3 720

SNS数 利用時間

女性 男性 女性 男性

平均 2.47 1.60 657.33 458.67

SD 0.72 0.61 200.98 172.74

平均＋SD 3.18 2.21 858.31 631.40

平均－SD 1.75 0.99 456.35 285.93

Excelファイル
「124情報で学ぶ統計学④平均の比較」

性別ごとに平均と標準偏差を計算してみよう



利用しているSNSの数と利用時間

SNS数 利用時間

女性 男性 女性 男性

平均 2.47 1.60 657.33 458.67

SD 0.72 0.61 200.98 172.74

平均＋SD 3.18 2.21 858.31 631.40

平均－SD 1.75 0.99 456.35 285.93

平均のグラフを描いてみよう
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平均



効果量を計算しよう



効果量で平均の差を評価する

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

女性 男性

SNS数

標準偏差が大きい場合
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効果量で平均の差を評価する
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標準偏差が小さい場合
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効果量で平均の差を評価する

0.87 0.87



KEYWORD

Glass’sΔ＝
実験群の平均ー統制群の平均
統制群の不偏標準偏差

• 不偏標準偏差 STDEV.S



KEYWORD

Glass’sΔ ＝
女性群の平均ー男性群の平均
男性群の不偏標準偏差

＝
２．４７ー１．６０
０．６３

＝１．３７



効果量 判断

0～0.15 無視できる効果量

0.15～0.40 小さい効果量

0.40～0.75 中程度の効果量

0.75～1.10 大きい効果量

1.10～ 非常に大きい効果量

効果量の判断の目安



情報で学ぶ統計学⑤

散布図と相関係数



この授業の目標

•散布図を作成できる

•相関係数を求められる

• ２つ変数の関係を読み取れる



この授業のカリキュラム

1. 散布図を作ろう

2. 相関係数を求めよう

3. ゲームとSNSの利用時間の関係を読み取ろう



散布図を作ろう
ゲームの利用時間とSNSの利用時間の関係を調べよう



散布図を作ってみよう
Excelファイル
「125情報で学ぶ統計学⑤散布図と
相関係数」
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ゲームとSNSの利用時間（全体）
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ゲームとSNSの利用時間（男性）

直線相関
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正の相関と負の相関

出典 Try IT
https://www.try-it.jp/chapters-6303/sections-
6304/lessons-6353/



相関の強さ

出典 データ分析Navi
https://analysis-navi.com/?p=1142



相関係数を求めよう
２変数の関係を相関係数より判断してみよう



相関係数 判断

0.10 ～ 0.30, - 0.10 ～ - 0.30 小さい効果量

0.30 ～ 0.50, - 0.30 ～ - 0.50 中程度の効果量

0.50 ～ 1.00, - 0.50 ～ - 1.00 大きい効果量

相関係数の判断と関数

KEYWORD

• CORREL ２つのセル範囲の相関係数を求める



ゲームとSNSの
利用時間の関係を読み取ろう
男女の違いをみてみよう



ゲームとSNSの利用時間

相関係数
男性：０．６８
女性：０．３９



男性と女性の特徴を検討しよう
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0.81
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-0.70



8. 仮説を立てよう

班の中で発表後に
相互評価をして
仮説の再検討



9.データ分析

プレゼン作成・練習①②

班の中で発表後に
相互評価をして
プレゼンの再検討



11.データ分析発表会



生徒の発表



データの配布 仮説の検討 データ分析 プレゼン作成 発表会

試作問題
に出題

試作問題
に出題

生徒にとって
「自分ごと」の
データの分析

「自分ごと」
として

捉える機会

生徒にとって
「自分ごと」
のデータ



３．実践後の考査の結果



出題内容 データの活用範囲 問題数/配点 平均/SD

１．表計算実習の問題 13問/27点 12.1/5.23

２．データ分析実習の問題 17問/45点 33.1/5.23

３．試作問題（データの活用） 7問/28点 17.4/6.25

合計 38問/100点 62.6/14.19

1.と2.の合計と3.の相関 0.40 ｐ＜.01



第４問

1 ア 91.5%

2 イ 69.4%

3 ウ 62.7%

4 エ 63.1%

5

オ 49.4%

カ 42.8%

キ 56.5%



第４問

全問正解の生徒 30人

１問誤答の生徒 46人

２問誤答の生徒 56人

高得点者／受験した生徒 132人／271人





4. 「学校現場」でできること
と これから



情報入試

周りに理解を
求めること



情報入試

教職員に向けて



情報入試

保護者に向けて

１学年の保護者の皆さまへ

こんにちは。はじめまして。
情報科教員の稲垣俊介です。いつも神代高等学校の教育にご支援いただきありがとうございます。私
は、１学年全クラスの情報Ⅰの授業を受け持ちます。どうぞよろしくお願いいたします。

さて、この度、皆様にメッセージをお送りいたしましたのは、情報科がどういった科目であるかの紹介とと
もに、情報科の取り巻く現状をお知らせしようと考えたためです。

情報Ⅰは「Society5.0で活躍できる人材を育成する教科である」と授業では伝えました。少し難しいで
すが、現在の情報社会を良く抜く力はもとより、さらに今後の超高度情報社会をつくる人材となる礎を学
ぶ教科とお考え下さい。保護者の皆さまが私（稲垣）に近い年代とするならば、当時、インターネットは高
校生にとって一般的ではなかったはずです。しかし、今の生徒たちは当時のスーパーコンピュータを凌ぐ
性能のスマートフォンを片手に持ち、インターネットに常時接続をされているような生活をしています。私
たちが高校生の時には考えられないような時代です。このような時代だからこそ、社会の状況も急速に、
大きく変化をし、そして、私たちが高校生の時にはなかった「情報」という教科が設置されたのです。

さらに、先日の国立大学協会の発表、さらに東京大学の予告の発表等がされていますが「情報Ⅰ」が
国立大学の共通テストにおいて出題されると予告されています。様々な意見はありますが、社会的にみ
て、情報が重要であることから導入されたと推察されます。そして、そのはじめとなる学年が、皆さんのお
子さんの学年です。

私はこれから始まる情報入試において、目の前にいる生徒たちに少しでも不利にならない対策をしてま
いりました。そのおかげもあって、私は東京都の情報科研究会において情報入試を検討する委員会の委
員長を務めております。そのため、私の実践は注目されて、さらに、現場教員をはじめ、大学の教員、教育
関連企業等と情報入試の在り方を検討しています。

ここで保護者の皆さまにお願いがあるのです。可能性として、今後、新聞や雑誌の取材、現場教員や研
究者等の方々の授業見学、さらにアンケート等の実施が今後考えられます。その際には撮影等もあると
思います。しかし、どうしても撮影等が厳しいということでございましたら、お子さんを通じて、稲垣までご
伝達をいただければと存じます。ただ、これらはすべて、生徒の皆さんのより良い教育のためのものです。
ぜひともご協力をいただければと存じます。今後とも、神代高等学校の教育にご理解、ご協力いただけま
すようよろしくお願いいたします。
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生徒に負けずに研究していきたい



生徒の「自分ごと」の授業

大学入試ではかれること

情報入試は指標である



大学入試を見据えた「データの活用」の実践の検討

稲垣 俊介

授業作成のための参考文献
◼ 身につく入門統計学 技術評論社
◼ Excel統計入門 インプレス
◼ フリーソフトjs-STARで かんたん統計データ分析 技術評論社
◼ 教科書
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